
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇令和５年度の進路状況（３／２１現在） 

種 別 進 路 先 

企 業 

株式会社ヨークベニマル須賀川森宿店・日和田店・メガステージ二本松店・メガス

テージ須賀川南店、郡山ヤクルト販売株式会社、トヨタモビリティパーツ株式会社 

福島支社、美稲プライマル株式会社、株式会社 ムラタコスモス、コマツ郡山工場、

株式会社日本化学環境センター、株式会社宝来屋本店、社会福祉法人むつき福祉会 

ショートステイ「小春日和」、シミズストア咲田店、笠原工業株式会社、株式会社

ベースブリッヂ、山口倉庫株式会社、一般財団法人太田綜合病院(老人保健施設 桔

梗)・(太田熱海病院)、スターゼン株式会社 郡山 PC、太平ビルサービス株式会社、

株式会社エヌジェイアイ(エルマール)、あだたらの里直売所 

就労継続支援Ａ型 BIG HELLO、ステラ、JWSげんきワーク 二本松駅前店 

就労継続支援Ｂ型 

ジョブステップ八山田、ふれんどりー大玉、ペンギンステーション、みどり工房、

三春あすなろ会、ライフステージ、チョコ丘のうえ、まこと、すてっぷ(福島市)、

ワークフレンドくじら、みんなのまーち、おおくま共生園、みらい作業所 

就労移行支援事業所 ウェルビー郡山駅前店 

生活訓練 からふる、SOCIAL SQUARE 郡山 

生活介護 
キャンパス、ピース∞(エイト)、永遠の里、須賀川共労育成園、ベストフレンドひ

まわり、からふる＋、こんぺいとう 

日中サービス支援型 

共同生活援助 
日中サービス支援型グループホーム Lei 

施設入所支援 アルバ 

                        

〈中学部〉 

種 別 進 路 先 

進 学 特別支援学校高等部  

 

 

 

 

 

 

 

卒業おめでとうございます 

 

福 島 県 立 あ ぶ く ま 支 援 学 校 

進 路 指 導 部 通 信  第 ４ 号 

２ ０ ２ ４ 年 ３ 月 ２ １ 日 版 

「やればのびる中学生へＧＯ！」 

小学部６年生では、卒業式等の意義や式等にふさわしい参加の仕
方を身に付けたり、集団の場で自分の役割を意識して行動したり、
中学部の生活に希望や意欲をもって臨もうとする態度を養ったりす
ることをねらい「卒業」についての学習を進めてきました。 
その中で、中学部の作業学習の見学や体験を通して、自ら作業選

択をすることで、中学部への新しい生活に向かって頑張ろうとする
意欲が深まってきました。さらに、成長続ける中学生へ飛躍してい
きます。 

ご卒業おめでとうございます 
進路指導主事 若松伸司 

 

小学部、中学部、高等部を卒業する児童・生徒の皆さん、保護者の皆様、ご卒業おめでとうございます。小

学部、中学部を卒業する皆さんは次のステップに進み、新しい学習や生活が始まります。今までの環境と変わ

り壁にぶつかったりすることもあるかもしれませんが、皆さんの周りには応援してくださる方々がたくさんい

ます。一日も早く新しい環境で新生活を楽しめるよう頑張ってください。高等部を卒業する皆さんは新しい世

界への旅立ちです。今まで経験を生かして新生活を頑張ってください。新たな出会いや社会人としての生活を

楽しみながらこれからの人生を歩んでいってください。 

卒業生の皆さんのこれからの活躍を期待しています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 今年度作業学習で身に付いた力について 」 
中学部では、作業学習や校内実習をとおして、働くために必要な力を身に付ける学習をしており、今年度は、木工

班・工芸班・家庭班・紙工班の４つの班で取り組みました。今年度、特に成長が見られたことについて各作業班に調
査したところ、「作業に意欲的に取り組むこと」や「報告・連絡・相談」について成長が見られたことが分かりまし
た。また、「仕事の継続性」「伝える力・話し合う力」「外部とのつながり、専門性」など各班で、次年度に身に付け
させたい力について具体的な意見があげられました。生徒一人一人が「なりたい自分」に向かって成長できるよう
に、今後も取り組んで参ります。 

高等部 職業ガイダンス 
１月に高等部１・２学年の一般就労を希望する保護者と生徒を対象に「職業ガイダン

ス」を実施しました｡１６日（火）は、保護者を対象に地域生活支援センターふっとわー
くの就労生活支援ワーカーの松野様に、障がい者就業・生活支援センターの役割や障が
い者雇用の現状などについてご講話いただきました。障がい者枠や一般求人枠での働き
方や就職活動の違いについて、また、就労系の福祉サービスの特徴についてわかりやす
く説明していただきました。今後の障がい者法定雇用率の引き上げに伴い、一般就労で
チャレンジする場は増えるのではないかという見通しについての話もいただきました。 
１９日（金）は、「人と職業について 自分の将来について考えよう」という題目でハ

ローワークの役割の紹介や働く意味や就職して働くために大事なこと等について生徒対
象にご講話いただきました。講話の中で高等部に通ううちに身に付けたい８つの準備に
ついて教えていただき「ステップアップシート」を使って現在の生徒自身を見つめ直し､
これからどのようなことを頑張っていくことを認識する良い機会となるとともに、一人
で悩まず相談する大切さを学ぶことができました。 

移行支援会議について 

卒業後の進路が決定した生徒について、学校や家庭での生活の様子、これまでの実習における成長や課題、
必要な配慮事項や支援の手立てなどの情報を進路先に引き継ぐことを目的として、１月下旬から３月にかけて
行われるものです。会議には、本人、保護者、進路先の担当者、担任、進路指導担当教員のほか、福祉サービ
ス事業所を利用する場合はサービス利用に関わる相談支援専門員も参加します。その際に、申請の状況や手続
きにおける進捗状況についても確認します。 
学校から社会生活へ移行するにあたって、これからの生活で共有したい情報を確認し、卒業後の安定した

支援につなげていく重要な会議となっています。 

 本校では、卒業後の２年間、産業現場等における実習期間中や夏季休業
中、及び必要に応じて卒業生への追指導(アフターケア)を行っています。
進路決定はゴールではなく、新しい生活のスタートです。新しい環境に適
応できるように、企業や福祉サービス事業所の担当者と連絡を取り合い、
卒業時の担任や進路担当等が現場に伺います。 
 その際、卒業生には現在の生活や 
後輩へのアドバイス等を聴き取り、 
卒業生の写真と共に報告書として校 
内に掲示しています。在校生は先輩 
方の言葉や頑張る姿を励みにしなが 
ら、進路実現に向けた自分の目標を 
具体化させて、日頃の学習に取り組 
んでいます。 

卒業後のアフターケア 

今年度の卒業生職場紹介では、令和４年度に卒業した先輩の職場を訪問し、取材をしてきました。取材に伺ったのは、ア

ズビル金門エナジープロダクト株式会社白沢工場に勤務する大内拓海さんとウエルシア郡山長者店に勤務する岡田瑞稀さ

んのお二人です。大内さんは、ガスメーターの製造工場で働いています。仕事内容は大きな機械を操作し、エアードリルを

使ってガスメーターを解体する作業をしています。岡田さんは、ドラックストアで働いています。仕事内容は飲料水の品出

しや商品の発注をしています。 

 お二人とも生き生きと仕事をしていました。お二人を取材する中で共通していたことがあります。それは、仕事の中で大

切なことは、あいさつやコミュニケーションが大切と話していたことです。参考になる話をたくさん聞くことができました

ので学習活動の中で卒業生職場紹介動画を活用し将来の生活や働くことに関心を高めていきます。 

 

卒業生職場紹介 


